
 

平 成 ３０ 年 度 

 

第３回 上越市青少年健全育成センター運営協議会 

要          項 
 

 

 

日 時  平成３１年２月１５日（金） 
午後２時～午後４時 

会 場  上越市教育プラザ 中会議室 

 

＜次   第＞ 

１ 開  会 

２ 会長挨拶 

３ 所長挨拶 

４ 議  事 

 (１) 報  告 

① 平成３０年度 事業・活動報告        ･･･････････････････････････････････････････  資料① P４～６  

② 平成３０年度 街頭指導結果報告      ･･･････････････････････････････････････････  資料② P７～12  

③ 平成３０年度 小中学校「PTA１日街頭指導」実績報告       ･･････････････････････ 資料③ P13～15 

④ 平成３０年度 「青少年を取り巻く社会環境の実態調査」・「立ち入り調査」報告   ････  資料④ P16～17 

⑤ 第６８回“社会を明るくする運動”事業報告    ･･････････････････････････････････  資料⑤ P18 

⑥ 育成委員協議会委員アンケート調査のまとめ    ･･････････････････････････････････  資料⑥ P19 

⑦ 若者育成支援事業の進捗状況について･     ･･････････････････････････････････････  資料⑦ P20～22 

⑧ その他 

 

(２) 協  議 

① 平成 31 年度 運営方針と事業計画（案）  ･･････････････････････････････････････  資料⑧ P23～24 

② 平成 31 年度 青少年育成支援の具体的な方策（案） ････････････････････････････  資料⑨ P25 

③ その他 

 

５ 情報交換（各機関・団体からの情報提供） 

 

６ その他 

７ 副会長挨拶 

８ 閉会 
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上越市青少年健全育成センター 

 

平成３０年度 上越市青少年健全育成センター運営協議会委員名簿 

 

  

                             

№ 氏    名 推薦機関・団体名（役職等） 備考 

1 飯 塚   裕 上越市小学校長会（小学校長）  

2 小 松   敦 上越市中学校長会（中学校長）  

3 竹 内 正 宏 上越地区高等学校長協会（高田農業高等学校長）  

4 井 部 佐惠子 上越市民生委員・児童委員協議会連合会（民生委員・児童委員）  

5 関 川 正 樹 上越地区保護司会（事務局長）  

6 山 本 条太郎 上越警察署（生活安全課長）  

7 杉 本 正 彦 上越市町内会長連絡協議会（会長）  

8 藤 井 清比古 上越市地域青少年育成会議協議会（会長） 会長 

9 小 山 貞 榮 上越市子ども会連合会（会長）  

10 古 川 美也子 上越市小中学校ＰＴＡ連絡協議会（事務局）  

11 岩 片 喜代子 上越市青少年健全育成委員協議会（副会長） 副会長 

12 鈴 木 真理子 上越市立教育センター（スクールソーシャルワーカー）  

13 大 堀 み き 公募委員  

14 吉 岡 智 宣 公募委員  

   委員任期：平成３０年６月１日から平成３２年５月３１日まで 
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議   事 

 

〔 報  告 〕 

（１）平成 30 年度 事業・活動報告（４月～３月・含む予定） 

・・・・・資料① P4～6 

 

（２）平成 30 年度 街頭指導等実績報告（４月～１月） 

・・・・・資料② P7～12 

 

（３）平成 30 年度 小・中学校「PTA 一日街頭指導」の実施報告 

・・・・・資料③ P13～15 

 

（４）平成 30 年度  「青少年を取り巻く社会環境の実態調査」・「立入調査」の報告 

・・・・・資料④ P1６～1７ 

 

（５）第６８回 “社会を明るくする運動”事業報告 

・・・・・資料⑤ P1８ 

 

（６）青少年健全育委員アンケート調査のまとめ 

・・・・・資料⑥ P19 

 

（７）若者育成事業の推進状況について 

・・・・・資料⑦ P20～22 

 

（８）その他 

         

 

〔 報  告 〕 

（１）平成 31 年度 運営方針と事業計画（案） 

・・・・・資料⑧ P23～24 

 

（２）平成 3１年度 若者育成支援事業計画（案） 

・・・・・資料⑨ P25 

 

（３）その他 
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情 報 交 換 

 

〔 上越警察署 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 関係機関・団体 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 その他 〕 
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平成３０年度 事業・活動報告 

 

月 日 曜 会議・事業等 実施場所 

4 

5 木 第１回青少年健全育成委員協議会役員会 学びの交流館 

育成委員役員・事務局歓送迎会 ホテルハイマート 

16 月 地域青少年育成会議協議会役員会 教育プラザ大中会議室 

18 水 青少年健全育成委員協議会役員打ち合せ会  

 

 

教育プラザ大中会議室 

青少年健全育成委員協議会総会      

・感謝状贈呈、委嘱状交付、29 年度事業・決算報告、 

役員補充、30 年度事業・予算計画、育成委員服務規定 

青少年健全育成委員研修会①  出席者 70 名    

・講話『街頭指導の心得と実践』 

 講師：上越少年サポートセンター長 佐々木優共 様 

24 火 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ 201 

25 水 直江津地区更生保護女性会総会・所長出 レインボウセンター 

青少年健全育成県民大会打ち合わせ リージョンプラザ上越 

26 木 高田地区更生保護女性総会・所長出席 福祉交流プラザ 

地域育成会議協議会事務局担当者会議・指導員出席 教育プラザ大会議室 

5 

９ 水 第２回青少年健全育成委員協議会役員会 教育プラザ中会議室 

青色パトロール車巡回指導者講習会 

16 水 定例教育委員会・所長出席 観光物産センター 

18 金 親の会打合せ 上越市民プラザ 

21 月 第１回青少年健全育成関係機関連絡協議会 教育プラザ中会議室 

23 水 社会環境調査市町村担当者会議・指導員出席 県庁 

24 木 キャリアスタートウィーク実行委員会・指導員出席 教育プラザ 20２ 

25 金 城北中学校訪問・所長、指導員出席 城北中学校 

29 火 戸野目小学校訪問・所長出席 戸野目小学校 

31 木 社会を明るくする運動研究会準備会・所長出席 城北中学校 

地域育成会議協議会総会、歓送迎会 教育プラザ大会議室、ハイマート 

6 

1 金 社会を明るくする運動”上越市推進委員会 教育プラザ大会議室 

2 土 第 1 回若者応援セミナー 教育プラザ中会議室 

5 火 高田高等学校訪問 高田高等学校 

6 水 小学校校長会説明・所長、指導員出席 高陽荘 

7 木 高田北城高等学校訪問・所長、指導員出席 高田北城高等学校 

高田農業高等学校訪問・所長出席 高田農業高等学校 

8 金 高田南城高等学校訪問・所長、指導員出席 高田南城高等学校 

11 月 高等学校校長会説明・所長出席 高陽荘 

青少年健全育成県民大会発表者打ち合わせ・指導員出席 青少年健全育成センター 

14 木 第１回センター運営協議会 教育プラザ中会議室 

育成会議コーディネーター委員会・指導員出席 教育プラザ大会議室 

16 土 親の会準備会・所長、指導員出席 上越市民プラザ 

19 火 中学校長会への説明・所長出席 高陽荘 

22 金 第２回青少年健全育成委員協議会研修会 やすづか学園 

26 火 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

小・中・特別支援学校・警察連絡協議会・指導員出席 ユートピアくびき希望館 

27 水 平成３０年度薬物乱用防止推進地区連絡会議・指導員出席 上越地域振興局 

資料 ① 
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月 日 曜 会議・事業等 実施場所 

7 

1 日 第２回若者応援セミナー 教育プラザ中会議室 

2 月 育成会議広報部編集委員会・指導員出席 青少年健全育成センター 

3 火 第１回上越警察署協議会・所長出席 上越警察署 

4 水 上越地区高等学校警察連絡協議会・所長出席 高陽荘 

6 金 社明青少年健全育成研究会準備会・所長出席 城北中 

7 土 ”社会を明るくする運動”街頭宣伝活動＜高田地区＞ 二七の市・イオン他 

8 日 ”社会を明るくする運動”街頭宣伝活動＜直江津地区＞ 三八の市・直江津駅他 

10 火 育成会議新任コーディネーター研修会・指導員出席 教育プラザ大会議室 

12 木 第１回特別街頭指導（２０名参加） えちごときめき鉄道南高田駅 

13 金 社明青少年健全育成研究会打合せ・所長出席 福祉交流プラザ 

14 土 青少年健全育成県民大会 リージョンプラザ上越 

16 月 社明青少年健全育成研究会 城北中学校 

19 木 第３回青少年健全育成委員協議会役員会・納涼会 音羽館 

23 月 育成会議広報部編集委員会・指導員出席 青少年健全育成センター 

27 金 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ 202 

28 土 第１回「上越市親の会」 上越市民プラザ 

31 火 第 1 回上越市自殺予防対策連携会議・所長出席 文化会館 

8 

3 金 青色パトロール車夏季特別巡回指導（８月中計９回） 市内経路巡回 

4 土 第３回若者応援セミナー 教育プラザ中会議室 

9 木 地域青少年育成会議役員会・指導員出席 教育プラザ中会議室 

17 金 育成会議事務局担当者会議・指導員出席 教育プラザ大会議室 

19 土 若者支援フォーラム打合せ 青少年健全育成センター 

20 月 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ 202 

24 金 PTA 連合会全国大会・所長出席 上越文化会館 

9 

6 木 育成会議コーディネーター委員会・指導員出席 教育プラザ大会議室 

8 土 第４回若者応援セミナー 教育プラザ中会議室 

10 月 ”社会を明るくする運動”作文審査会 教育プラザ小会議室 

12 水 第４回青少年健全育成委員協議会役員会 教育プラザ中会議室 

15 土 いじめ見逃しゼロ県民大会・所長、指導員出席 文化会館 

19 水 第２回「上越市親の会」打合せ 青少年健全育成センター 

27 木 社会環境立入調査 三和区 

28 金 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ 202 

社会環境立入調査 中郷区・頸城区 

29 土 第２回「上越市親の会」 上越市民プラザ 

10 

2 火 第２回上越警察署協議会・所長出席 上越警察署 

育成会議コーディネーター研修会・指導員出席 教育プラザ大会議室 

5 金 第２回青少年健全育成関係機関連絡協議会 教育プラザ小会議室 

11 木 第２回特別街頭指導（１８名参加） えちごときめき鉄道高田駅 

13 土 地域青少年まちづくりワークショップ発表会 リージョンプラザ上越 

18 木 第２回センター運営協議会 教育プラザ中会議室 

20 土 第５回若者応援セミナー 教育プラザ中会議室 

23 火 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

26 金 ハローワーク上越との打合せ ハローワーク上越 
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月 日 曜 会議・事業等 実施場所 

11 

1 木 育成会議コーディネーター委員会・指導員出席 教育プラザ大会議室 

2 金 第１回若者育成支援団体ネットワークづくり集会 教育プラザ中会議室 

14 水 第５回青少年健全育成委員協議会役員会 教育プラザ中会議室 

18 日 「こども・若者育成支援強調月間」啓発活動 リージョンプラザ上越 

第３回「上越市親の会」 上越市民プラザ 

20 火 直江津東地域育成会議訪問・指導員出席 直江津東中学校 

21 水 中郷地域育成会議訪問・所長出席 中郷コミュニティプラザ 

22 木 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ 202 

上越地域精神・発達障害者雇用支援セミナー・指導員出席 上越市民プラザ 

23 金 若者支援フォーラム 上越市民プラザ 

26 月 子供・若者育成支援中央研修大会・指導員出席（～27 日） 国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合センター 

27 火 城西中学校区育成会議訪問・所長出席 城西中学校 

28 水 上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進会議・所長出席 上越文化会館 

育成会議広報部編集委員会・指導員出席 青少年健全育成センター 

12 

3 月 直江津地域育成会議訪問・所長出席 レインボウセンター 

4 火 三和区育成会議訪問・指導員出席 三和区総合事務所 

5 水 高校警察連絡協議会・所長出席 高陽荘 

7 金 八千浦地区育成会議訪問・指導員出席 はまぐみ 

8 土 ユースアドバイザー養成講座① 教育プラザ大会議室 

13 木 人権・同和教育公開授業・所長、指導員出席 高田南城高校 

春日地域育成会議訪問・指導員出席 春日謙信交流館 

17 月 育成委員協議会 三役会 教育プラザ小会議室 

雄志中学校区育成会議訪問・所長出席 津有地区公民館 

18 火 公文書管理研修会・所長出席 木田庁舎 

第３回上越警察署協議会・所長出席 上越警察署 

19 水 小・中・特別支援学校・警察連絡協議会・指導員出席 教育プラザ研修室 

20 木 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

21 金 市町村ネットワーク代表者会議・指導員出席 新潟県自治会館 

谷浜・桑取地域育成会議訪問・所長出席 谷浜公民館 

1 

4 金 上越市新年祝賀会・所長出席 リージョンプラザ上越 

10 木 第６回青少年健全育成委員協議会役員会 教育プラザ中会議室 

19 土 青少年健全育成委員協議会新春懇談会 藤作別館 

24 木 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

26 土 ユースアドバイザー養成講座② 教育プラザ大会議室 

27 日 第４回「上越市親の会」 上越市民プラザ 

2 

1 金 地域青少年育成会議役員会・指導員出席 教育プラザ中会議室 

第２回若者育成支援団体ネットワークづくり集会 教育プラザ中会議室 

５ 火 第２回自殺予防対策連絡協議会・所長出席 市役所 

7 木 第３回青少年健全育成関係機関連絡協議会 教育プラザ中会議室 

15 金 第３回センター運営協議会 教育プラザ中会議室 

21 木 育成会議 事務局担当者会議（予定） 教育プラザ大会議室 

23 土 ユースアドバイザー養成講座③（予定） 教育プラザ大会議室 

3 

9 土 第５回「上越市親の会」（予定） 上越市民プラザ 

14 木 第６回青少年健全育成委員協議会役員会（予定） 教育プラザ中会議室 

26 火 会計監査（社会を明るくする運動 ・育成委員協議会）（予定） 青少年健全育成センター 



- 7 - 

 

平成３０年度  ４月・５月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 

 ４  月 ５  月 

１ 
出動回数 

高田地区 7 （10） 高田地区 10 （11） 

直江津地区 7 （8） 直江津地区 8 （8） 

合計 14 （18） 合計 18 （19） 

２ 
出動延人数 

高田地区 37 （37） 高田地区 47 （41） 

直江津地区 23 （27） 直江津地区 27 （29） 

合計 60 （64） 合計 74 （70） 

３ 
注意･指導を
した延人数 

高校生 6 （1） 高校生 5 （10） 

中学生 8 （6） 中学生 4 （5） 

小学生 11 （13） 小学生 6 （2） 

幼児 6 （8） 幼児 1 （5） 

計 31 （28） 計 16 （22） 

４ 主な内容 高校生 中学生 小学生 幼 児 高校生 中学生 小学生 幼 児 

怠 学 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

ゲーム機遊び 6（0） 8（6） 11（13） 6（8） 0（0） 4（4） 6（0） 1（5） 

交通ルール無視 0（1） 0（0） 0（0） 0（0） 5（0） 0（1） 0（0） 0（0） 

喫 煙 0（0） 0（0） 0（0） － 0（0） 0（0） 0（0） － 

カラオケ 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

ジベタリアン 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）  0（10） 0（0） 0（2） 0（0） 

その他 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

５  
挨拶・よびか
けをした延人
数 

高校生 232 (258) 高校生 449 (419) 

中学生 93 (144) 中学生 140 (181) 

小学生 119 (461) 小学生 678 (303) 

幼児 22 (20) 幼児 32 (12) 

計 466 (883) 計 1,299 (915) 

３・５の集計 合計 497 (911) 合計 1,315 (937) 

４  月 ５  月 
 
・声掛けに対して明るく元気な返事が返ってきた。（5） 

・ゲームセンター・コーナーで中学生３人に声をかけ、注意

喚起を行ったところ。素直に返答、あいさつしてくれた。 

・ゲームセンターに子どもたちが多くいたが、子どもの方か

らあいさつすることが多くなりほっとする想いだった。 

・春日山駅前でタバコ吸殻が３本散乱していたので拾った。 

・謙信交流館で女子高生４人が勉強しており声掛けをした。 

・公共施設（トイレ、駐車場、駐輪場など）は清掃が行き届

ききれいになっていた。（２） 

・立体駐車場にタバコの吸殻と割れた酒ビンがあった。 

・親子でゲームセンター、本屋のゲームコーナー等で遊ぶ子

どもさんが多かった。 

・アピナでは中学生が５人自転車で来ていた。帰りのルール

を守って帰宅するように声掛けをしたところ、ハイと元気

な声で答えてくれた。 

・中学生３０人ほどに、気を付けて帰宅しなさいと声を掛け

たところ、素直な応対が返ってきた。 
・有害掲示物撤去枚数＜高田０枚、直江津０枚＞ 

 
・小中高生に声掛けすると皆素直に挨拶してくれた。（6） 

・自発的に挨拶してくれる高校生（小学生）がいた。（３） 

・高校生のあいさつがさわやかだった。 

・学びの交流館で１５人くらい学習していた。 

・イヤホンをして自転車を運転する高校生に注意した。（３） 

・アピナに子ども連れお年寄りが多い。 

・アピナ内の家族連れの母親に声掛けを多く行った。（こ

どもから目を離さないように） 

・高田駅前に生徒５～６人がジベタリアンしていた。 

・立体駐車場等、タバコの吸殻が１０本くらいあった。 

・駅前雁木通りを自転車走行の高校生に注意したところ

素直に降りて歩いた。 

・鍵のかかっていない自転車が数台あった。注意必要。 

・親子連れが多く、あいさつ声掛けを重点に実施した。 

・立体駐車場、セブン、春日山駅前等で高校生が飲食して

おり注意したところ素直に従った。。 

 

・有害掲示物撤去枚数＜高田０枚、直江津０枚＞ 

資料 ② 
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平成３０年度  ６月・７月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 

 ６  月 ７  月 

１ 
出動回数 

高田地区 10 （10） 高田地区 10 （12） 

直江津地区 8 （8） 直江津地区 8 （9） 

合計 18 （18） 合計 18 （21） 

２ 
出動延人数 

高田地区 39 （38） 高田地区 40 （47） 

直江津地区 27 （30） 直江津地区 28 （33） 

合計 66 （68） 合計 68 （80） 

３ 
注意･指導を
した延人数 

高校生 8 （15） 高校生 2 （7） 

中学生 2 （0） 中学生 3 （7） 

小学生 14 （10） 小学生 12 （4） 

幼児 0 （17） 幼児 0 （2） 

計 24 （42） 計 17 （20） 

４ 主な内容 高校生 中学生 小学生 幼 児 高校生 中学生 小学生 幼 児 

怠 学 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

ゲーム機遊び 0（10） 2（0） 12（10） 0（17） 0（0） 3（7） 12（4） 0（2） 

交通ルール無視 0（0） 0（0） 2（0） 0（0） 2（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

喫 煙 0（0） 0（0） 0（0） － 0（0） 0（0） 0（0） － 

カラオケ 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

ジベタリアン 8（5） 0（0） 0（0） 0（0）  0（7） 0（0） 0（0） 0（0） 

その他 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

５  
挨拶・よびか
けをした延人
数 

高校生 306 (151) 高校生 256 (323) 

中学生 274 (194) 中学生 186 (223) 

小学生 589 (371) 小学生 476 (370) 

幼児 36 (6) 幼児 36 (11) 

計 1,205 (722) 計 954 (927) 

３・５の集計 合計 1,229 (764) 合計 971 (947) 

６  月 ７  月 
 
・声がけに対して元気のよいあいさつを返してくれた。（7） 

・声がけに小学生が元気に手を振り応えてくれた。中学生は反応の

ない子どもが多い。 

・最近は慣れてきたのか自分からあいさつできる小学生がいる。 

・謙信交流館出入り口付近でジベタリアンの高校生３人に注意し

た。 

・アピナでは 13 組の親子がゲームをしていた。雨のためか自転車

は少なかった。 

・書店や大型店舗では親子連れ（小中学生）が多く見られた。 

・自転車２台で右側通行で並進（小学生２人）に注意した。 

・イヤホンをして自転車を運転する高校生に注意をした。 

・イオンのゲームコーナーで中学生３人に声かけをした。 

・高田駅隣の立体駐車場に吸殻が４本あった。（２） 

・高田駅駐輪場、駐車場は清掃が行き届きゴミ等がなかった。 

・雅子妃の公園東屋にタバコの吸殻が 10 本落ちていたので拾った。 

・コンビニ店員から、スマホで子ども達の写真を撮影する不審な男

女についての情報があった。 

・カラオケ店の店員より中学生による迷惑行為の話があった。 

・有害掲示物撤去枚数＜高田０枚、直江津０枚＞ 

 
・タイトーが喫煙の煙で空気が悪かった。１歳未満の赤ん

坊を連れた母娘がゲームをしていた。 

・声掛けに対しての返答は大変良かった。（２） 

・ドンキの側に、空き缶・ゴミがたくさん捨ててあった。 

・両耳イヤホンで自転車運転の高校生に注意した。 

・カップル数組と会ったが特に問題があるようには見え

なかった。 

・春日山駅前にタバコの吸殻（5 本）が散乱していた。 

・春日謙信交流館に高校生８人がたむろしていた。声をか

けたら「これから飯を食べに行く」と言っていた。 

・直江津駅周辺でスマホに夢中になっていて声掛けに応

じてくれない子がいた。 

・暑いせいかアピナに多くの子供たちがいた。親と離れな

いように、小遣いを使い過ぎないように声掛けした。 

・春日公園でゴミ拾いをした。タバコの吸殻が多かった。 

・中学生が自転車を置いて道路に座っていたので注意し

た。素直に応じてくれた。 

・日誌に中等教育学校生徒の記入欄を作ってもらいたい。 

・有害掲示物撤去枚数＜高田０枚、直江津０枚＞ 
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平成３０年度  ８月・９月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

※８月の直江津地区は青パト夏季特別巡回の数値を含む。 

 ８  月 ９  月 

１ 
出動回数 

高田地区 17 （15） 高田地区 10 （14） 

直江津地区 16 （10） 直江津地区 8 （12） 

合計 33 （25） 合計 18 （26） 

２ 
出動延人数 

高田地区 69 （57） 高田地区 38 （55） 

直江津地区 60 （33） 直江津地区 30 （43） 

合計 129 （90） 合計 68 （98） 

３ 
注意･指導を
した延人数 

高校生 8 （5） 高校生 31 （19） 

中学生 46 （24） 中学生 27 （24） 

小学生 62 （23） 小学生 25 （13） 

幼児 19 （10） 幼児 9 （12） 

計 135 （62） 計 92 （68） 

４ 主な内容 高校生 中学生 小学生 幼 児 高校生 中学生 小学生 幼 児 

怠 学 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

ゲーム機遊び 0（2） 43（20） 62（23） 19（10） 5（0） 27（9） 25（13）  9（12） 

交通ルール無視 1（0） 3（4） 0（0） 0（0）  0（13） 0（10） 0（0） 0（0） 

喫 煙 0（3） 0（0） 0（0） -（0） 0（0） 0（0） 0（0） -（0） 

カラオケ 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

ジベタリアン 7（0） 0（0） 0（0） 0（0） 26（6） 0（5） 0（0） 0（0） 

その他 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

５  
挨拶・よびか
けをした延人
数 

高校生 534 (229) 高校生 307 (558) 

中学生 492 (137) 中学生 183 (362) 

小学生 502 (63) 小学生 261 (426) 

幼児 84 (11) 幼児 78 (30) 

計 1,621 (440) 計 829 (1,376) 

３・５の集計 合計 1,747 (502) 合計 921 (1,444) 

８  月 ９  月 
 
・高田駅前の周辺に大量のゴミ、主にタバコの吸殻。（３） 

・夏休みに入りカラオケに中高生が多くなっている。店では

中学生に 6 時には帰るように指導している。 

・謙信交流館の中庭に座っていた高校生 2 人に注意した。 

・春日山駅前にタバコが散乱していたので回収した。 

・夏休みのためか子供達は少なかった。高田駅では呼び掛け

に対して応答はよい。（２） 

・ゲームコーナーに子供たちが多くいたが特に問題はなかっ

た。 

・女子中学が 3 人自転車右側通行で広がり運転をしていたの

で注意した。 

・声掛けをした子供たちは皆素直に答えてくれた。（３） 

・アピナでは親子連れと祖父母に連れられた子供が多かっ

た。 

・学びの交流館内で勉強している生徒が 10 人ほどいた。暑

さのためが外出している子供はほとんど見なかった。 

・コンビニエンスストアに 2 店入ったが特に問題はないとの

ことであった。 

・有害掲示物撤去枚数＜高田０枚、直江津０枚＞ 

 
・声掛けをすると気持ちのよい挨拶が返ってきた。（３） 

・アピタ、J-Max ゲームセンターに小中生徒が多数いた

が、振替休日や早上がりと言っていた。 

・高田駅前にジベタリアンが 20 名程（男女とも）いた。

小学生の子どもたちは元気よく挨拶を返してくれた。 

・ゲームコーナー、映画館での親子連れが多かったが特に

問題はなかった。 

・高校生の電車の時間帯に合ったため、大勢とあいさつを

元気に交わすことができた。 

・ゴミが先週に引き続き多かった。特にたばこの吸殻。 

・高田駅立体駐車場にタバコの吸殻が多かった。 

・謙信交流館に高校生が 10 名くらいいて、勉強をしてい

る者、友達と会話をしている者等がいたが静かにしてい

た。 

・道端で交差する大人の方や地域の方も挨拶を返してく

れることが多くなった。 

・夕暮れも早くなったせいか子供たちの姿はあまりなか

った。 

・有害掲示物撤去枚数＜高田０枚、直江津０枚＞ 
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平成３０年度  １０月・１１月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 

 

 １０ 月 １１ 月 

１ 
出動回数 

高田地区 11 （11） 高田地区 8 （9） 

直江津地区 8 （7） 直江津地区 10 （11） 

合計 19 （18） 合計 18 （20） 

２ 
出動延人数 

高田地区 44 （47） 高田地区 41 （44） 

直江津地区 27 （28） 直江津地区 28 （29） 

合計 71 （75） 合計 69 （98） 

３ 
注意･指導を
した延人数 

高校生 18 （10） 高校生 11 （17） 

中学生 4 （5） 中学生 30 （56） 

小学生 12 （4） 小学生 6 （0） 

幼児 5 （0） 幼児 6 （4） 

計 39 （19） 計 53 （77） 

４ 主な内容 高校生 中学生 小学生 幼 児 高校生 中学生 小学生 幼 児 

怠 学 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

ゲーム機遊び 0（0） 2（0） 12（4）  5（0） 0（8） 30（54） 6（0）  6（4） 

交通ルール無視  1（10） 0（5） 0（0） 0（0） 0（0） 0（2） 0（0） 0（0） 

喫 煙 0（0） 0（0） 0（0） -（0） 0（0） 0（0） 0（0） -（0） 

カラオケ 0（0） 2（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

ジベタリアン 17（0） 0（0） 0（0） 0（0） 11（9） 0（0） 0（0） 0（0） 

その他 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

５  
挨拶・よびか
けをした延人
数 

高校生 639 (225) 高校生 457 (269) 

中学生 474 (182) 中学生 130 (155) 

小学生 797 (399) 小学生 337 (411) 

幼児 29 (20) 幼児 54 (31) 

計 1,939 (826) 計 978 (866) 

３・５の集計 合計 1,978 (845) 合計 1,031 (943) 

１０  月 １１  月 
 
・高田駅立体駐車場にタバコの吸殻が 2 本あった。（３） 

・元気にあいさつを返す学生が多数いた。（７） 

・風が強く自転車に対して事故防止指導をした。 

・カラオケ店の話では高校生が行儀よく歌っており、問題行

動があればキッパリと注意してくれるそうだ。 

・ジベタリアンの数が多く注意しても反応が少ない。 

・アピナでは中高生が少なく親子連れが 8 組位見られた。 

・ゲームセンター前の看板が気になった。 

・セブンイレブン、ローソンに立ち寄り、店員さんに現状を

確認したところ、異常なし。 

・イオン内ゲームセンターに女子高校生が７名いて声をかけた。 

・ドン・キホーテでは幼児を連れた親子連れが多く、一人遊

びをする子どもがいて声掛けをした。 

・春日謙信交流館では最近落ち着いてきているそうだ。 

・公園内にポイ捨てのゴミがあり、回収した。 

・高校生が無灯火で自転車走行していたので注意した。 

・有害掲示物撤去枚数＜高田０枚、直江津０枚＞ 

 
・小学生が元気よく手を振って挨拶してくれた。 

・相変わらず子供達の元気が良い。気持ちが良い。 

・駅前で女子高生の濃い化粧が気になった。（２） 

・自転車の鍵のかけ忘れが１０台中４件あった。 

・高田駅の中、自転車で通行の高校生３組注意した。 

・春日山駅で高校生らしき 2 名のジベタリアン。タバコ

の臭いを感じがしたので注意をした。（否定したが・・） 

・立体駐車屋上で男女３人タバコの臭いあり。 

・ジベタリアン７名、注意したところ素直に移動。 

・雅子妃の森の公衆トイレのライトがつかず、暗くて使用

できない状況だった。対応していただければと思った。 

・ゼビオで幼児がゲームコーナーで４人遊んでいたので

「親と一緒でないとあぶないよ！」と声をかけた。アピ

ナでは相変わらず親子で７組位ゲームをしていた。 

・アピナでは親が一緒ならば帰宅は１０時まで OK と書

いてあった。 

・有害掲示物撤去枚数＜高田０枚、直江津０枚＞ 
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平成３０年度  １２月・１月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 

 

 １２ 月 １ 月 

１ 
出動回数 

高田地区 8 （7） 高田地区 7 （6） 

直江津地区 8 （5） 直江津地区 7 （4） 

合計 16 （12） 合計 14 （10） 

２ 
出動延人数 

高田地区 38 （28） 高田地区 34 （20） 

直江津地区 38 （23） 直江津地区 23 （15） 

合計 76 （51） 合計 57 （35） 

３ 
注意･指導を
した延人数 

高校生 2 （0） 高校生 0 （0） 

中学生 8 （4） 中学生 4 （0） 

小学生 6 （17） 小学生 10 （0） 

幼児 7 （0） 幼児 6 （2） 

計 23 （21） 計 20 （2） 

４ 主な内容 高校生 中学生 小学生 幼 児 高校生 中学生 小学生 幼 児 

怠 学 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

ゲーム機遊び 0（0） 8（4） 6（17） 0（0） 0（0） 4（0） 10（0）  6（2） 

交通ルール無視 2（0） 0（0） 0（0） 2（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

喫 煙 0（0） 0（0） 0（0） - 0（0） 0（0） 0（0） - 

カラオケ 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

ジベタリアン 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

その他 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

５  
挨拶・よびか
けをした延人
数 

高校生 236 (105) 高校生 88 (70) 

中学生 208 (63) 中学生 72 (48) 

小学生 434 (183) 小学生 290 (138) 

幼児 24 (28) 幼児 22 (3) 

計 902 (379) 計 472 (259) 

３・５の集計 合計 925 (400) 合計 492 (261) 

１２  月 １ 月 
 

・寒さ厳しく通りでは小・中・高生の姿が少ない。駅でのマ

ナーもよいようである。 

・高田駅付近で高校生と会って、声かけをしたが皆気持ちよ

く返事をしてくれた。 

・子供たちの元気な声が返ってきて気持ちのよいパトロール

だった。 

・丁度下校時の中・高生に出合い、大勢に声掛けをした。 

・雅子妃の森公園東屋にタバコの吸殻１本、完酎ハイ空き缶

1 本が落ちていた。拾って片づけた。 

・謙信交流館に高校生６人位、皆静かに勉強していた。 

・冬季、年末で子供たちの外出が非常に少ない。 

・カラオケ店では家族で訪れている様子が多く見られた。 

・アピナの内容がそうとう変わり、プリクラもふえた。 

・雨のため人出が少なく、親子連れが主である。 

・冬休みに入り街頭には子供達の姿は少なく、主にゴミの収

集に努める状況であった。 

・有害掲示物撤去枚数＜高田０枚、直江津０枚＞ 

 
・寒いけれど、子供たちは元気よくあいさつしてくれた。 

・下校途中の中学生に挨拶をしたところ「こんにちは」と

元気よく挨拶をしてくれた。 

・集団下校の小学生集団の元気なあいさつが聞かれた。 

・謙信交流館に高校生が５～8 人いたが、いずれも静かに

していて迷惑行為はなかった。 

・アピナでは正月休み最後のせいか親子連れがとても多

かった。 

・春日交差点で子供たちの信号の待ち方が悪く、鬼ごっこ

をしたり、横断歩道を往ったり来たりするなど遊び感覚

で歩行や待機をしている。注意、啓発が必要である。 

・駅前交番の話では、寒いせいか高田駅前にたむろする子

どもは少ないとのこと。 

・雨、雪と悪天候なので外出している子供はほとんどいな

かった。 

・冬期間の巡回経路について柔軟な対応をしたらどうか。

実施の回数も考える必要がある。 

・有害掲示物撤去枚数＜高田０枚、直江津０枚＞ 
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平成 30 年度 街頭指導結果（4 月～1 月末まで） 

   

   

   (1) 注意や指導の月別件数（※１）・挨拶等の声掛けをした人数（※２） 

年層 幼児（※１） 小学生（※１） 中学生（※１） 高校生（※１） 合計（※１） 
挨拶等の声掛け人

数（※２） 

年度 2９年 30年 2９年 30 年 2９年 30 年 2９年 30 年 2９年 30年 2９年 30 年 

4 月 8 6 13 11 6 8 1 6 28 31 883 466 

5 月 5 1 2 6 5 4 10 5 22 16 915 1299 

6 月 17 0 10 14 0 2 15 8 42 24 722 1205 

7 月 2 0 4 12 7 3 7 2 20 17 927 954 

8 月 10 19 23 62 24 46 5 8 62 135 440 1621 

9 月 12 9 13 25 24 27 19 31 68 92 1376 829 

10 月 0 5 4 12 5 4 10 18 19 39 826 1939 

1１月 4 6 ０ 6 56 30 17 11 77 53 866 978 

1２月 0 7 17 6 4 8 0 2 21 23 379 902 

１月 2 6 0 10 0 4 0 0 2 20 259 472 

合 計 60 59 86 164 131 136 84 91 361 450 7593 10665 

 

 

   (2) 注意や指導の内容と人数 

年  層 幼児 小学生 中学生 高校生 合計 

年  度 2９年 30 年 2９年 30 年 2９年 30 年 2９年 30年 29 年 30 年 

内 
 

容 

ゲーム機遊び 60 59 84 162 104 131 20 11 268 363 

交通ルール無視 0 0 0 2 22 3 24 11 46 16 

喫  煙 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 

怠  学 － － 0 0 0 0 0 0 0 0 

カラオケ 0 0 0 0 0 2 － － 0 2 

ジベタリアン 0 0 2 0 5 0 37 69 44 69 

合   計 60 59 86 164 131 136 84 91 361 450 
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平成３０年度 小・中学校「ＰＴＡ一日街頭指導」実施状況 

（１） 実施期間      平成３０年８月１日～９月３０日 

（２） 実施日・参加人数    

 

（３）参加者の感想より（一部抜粋） 

【高田地区】 

〇育成委員の方が優しく挨拶や声掛けをするとほとんどの学生は返事を返してくれ、素直な姿を見

ることができた。様々な犯罪やトラブルが多い状況だが、こうした取組が地域のコミュニケーシ

ョンとして犯罪、トラブルの発生の抑制として役立っていることを感じた。大変良い経験をさせ

ていただいた。 

〇街頭指導に参加したのは初めてだったが、今までとは少し違った目線で、青少年が快活な生活を

過ごすために私たちがどう対応していくべきかを考える良いきっかけとなった。 

〇今回初めて街頭指導に参加し巡回の大切さがわかった。育成委員の方々が１年を通して活動して

くださっているおかげで子どもたちの安全が守られているのだと痛感した。また、子どもたちへ

の声かけの仕方、会話のテクニックなど参考になった。 

〇特にこれといった異常はなく終わった。小学生、中学生も出会った人数が少なく、高校生も帰る

電車を待っていたり、バスを待っていたりしていたが、気持ちよく挨拶を返していた。駅の公衆

Ｎ０ 月 日 曜 実施ＰＴＡ ＰＴ 育 計  Ｎ０ 月 日 曜 実施ＰＴＡ ＰＴ 育 計 

１ 

 ２ 

 ３ 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

８．２ （水） 

 

 

８．４ （土） 

 

 

８．７ （火） 

８．８ （水） 

 

 

８．10（金） 

 

８．17（金） 

８．18（土） 

８．21（火） 

８．22（水） 

８．24（金） 

 

８．29（水） 

 

８．30（木） 

 

 

 

８．31（金） 

東本町小 

戸野目小 

名立中 

稲田小 

大潟町小 

安塚中 

大手町小 

八千浦小 

里公小 

明治小 

豊原小 

春日新田小 

黒田小 

保倉小 

板倉中 

高士小 

八千浦中 

浦川原中 

直江津南小 

谷浜小 

大町小 

八千浦中 

諏訪小 

牧中 

高田西小 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

8 

 

 

7 

 

 

3 

7 

 

 

４ 

 

5 

４ 

４ 

４ 

３ 

 

３ 

 

6 

 

 

 

４ 

11 

 

 

10 

 

 

４ 

10 

 

 

6 

 

6 

５ 

５ 

5 

5 

 

５ 

 

10 

 

 

 

6 

 26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

 

９．１（土） 

９．５（水） 

 

 

９．６（木） 

 

９．11（木） 

 

９．14（金） 

 

９．15（土） 

９．18（火） 

９．19（火） 

９．22（土） 

 

９．27（木） 

 

南本町小 

直江津小 

古城小 

三和中 

三郷小 

柿崎中 

北諏訪小 

春日小 

国府小 

潮陵中 

上雲寺小 

南川小 

飯小 

高志小 

有田小 

清里中 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

３ 

1 

1 

 

４ 

４ 

 

 

４ 

 

４ 

 

４ 

 

３ 

３ 

４ 

４ 

 

３ 

 

5 

7 

 

 

6 

 

7 

 

６ 

 

４ 

４ 

５ 

８ 

 

４ 

 

 計 45 99 144 

 （表中の「育」は青少年健全育成委員） 

小学校 ３０校 

中学校 １１校    計 ４１校  

 

資料 ③ 
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電話のところにたばこの吸殻が落ちていたが、育成委員の方も、久しぶりに見たということを言

っていた。 

〇街頭指導をしていて、すれちがう高校生が自分から進んで挨拶をしていて、素晴らしいと思った。 

〇育成委員の方々が子どもたちに気軽に声をかけていて、すごいと思った。育成委員の方がこの様

にパトロールしているので安心して過ごせていられるのだと思った。短い時間だがとても勉強に

なった。 

〇三連休の初日だったが、子どもの数は少ない印象だった。県外ナンバーの車がけっこうあり、県

外からの客が多く入店しているような気がした。富岡線は道路の幅が狭い割に通りが激しいため、

きっちりと歩道を整備する必要があるなと感じた。 

〇天候に恵まれた爽やかな秋空の下、育成委員の 4 人の方と一緒に巡回させてもらった。育成委員

の方から挨拶や声掛けを積極的にしていたが、学生から「こんにちは！」と気持ちの良い挨拶が

聞かれて、子どもたちの姿を頼もしく思った。 

〇駅の駐輪場で電車に間に合わないからといって通行の妨げになるような置き方をしていく学生

がいることや、他県ナンバーのバイクが長期間放置されている現状を知り、毎日こうして活動し

てくださっていることで安全に結びついている事を気づかされた。本町の雁木通りを歩いている

と、そこを学生が自転車で通り過ぎて行き危険を感じる場面があった。 

〇店員の方からは「学校で指導されているのか、子どもだけの利用はなくなっている。」との話が聞

けた。また、同行させていただいた育成委員の皆さんからも同様の話があった。育成委員の皆さ

んが月に１回こうしたパトロールを実施してくださり、カラオケ店などでは、ひと部屋ごとに確

認し、店まわりの自転車から子どもたちの利用がないか確認するなど、細かく見て回ってくださ

っていた。こうした地道な活動が、しっかり実を結んでいると感じ、ありがたいと思った。 

【直江津地区】 

〇育成委員の方が道行く人、子どもをよく見ていて、びっくりした。（帽子のロゴで学校を確認し

たり、服装や外見ですぐに判断したりしていること）。声をかけた人や施設で会った子どもたち

のことをメモし、日誌に書いていて、気づいた事を細かく記録しているのだなと思った。 

〇育成委員の皆さんが親切に声がけの仕方など教えてくださり、順調に見回りすることができた。

育成委員の皆さんが小さなお子さんに優しく声をかけたり、親御さんに声をかけたり、見回り

をしている姿がとても勉強になった。子どもたちの安全は育成委員さんたちのおかげなのだと

実感した。私自身も子をもつ親として考えさせられることがたくさんあった。 

〇夏休み明けの下校途中の子どもたちに会ったが、元気に「さようなら」と受け答えしてくれて感

心した。数年前は、駅のトイレや神社の裏で喫煙する未成年もいたとのことだが、今はそのよう

なことはないとのこと。日々の街頭指導のおかげと感謝します。 

〇小学生は私たちよりも先に挨拶をしてきて、元気な子どもたちばかりだった。中学生、高校生も

はずかしそうにしながらも挨拶を返してくれた。みんな交通マナーがよく、注意されるような

行動を見かけなかった。 

〇今回初めて参加し、育成委員の方々と一緒に大型店など巡回した。街頭指導の心構えとして、「そ

の場に応じて状況を判断し、適切な言葉をかける」ことや「温和に接し、威圧的な声かけをしな

い」などを学んだ。改めて、親の立場として育成委員の方々の活動に感謝したい。私たち、保護

者が校外生活の実態を把握するためにとても貴重な経験になった。 

〇夏休み明けすぐだったためか、それほど気になる目立った事はなかった。大型店のゲームセンタ
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ーにいた 3 人組の女の子が街頭指導のワッペンをつけた私たちを見るとスーっとゲームセンタ

ーから逃げるようにいなくなったのがとても印象的だった。子どもたちは良いこと、悪いことは

わかっている子が多いので“指導中です”のワッペンをつけて巡回するだけでも、子どもたちに

は何かしら気づきを与えることのできる大切な取組だと感じた。 

〇今回初めて参加させてもらった。育成委員の皆さんは敢えて大通りから一本中に入り、人気の少

ない道を歩き、危険がないかを確認していた。また、店舗や公衆トイレに入り、変わったことは

ないかを確認したり、広場に入ってポイ捨てのゴミを拾ったりしていた。地域全体の安全のみ

ならず、地域の美化にも力を入れられており、大変有難いと思った。すれ違う子どもたちの挨拶

のよさにも感心した。 

〇昔は子どもたちのたまり場になっていた場所も、今ではほとんど人がいなく治安がとても良い

と感じた。この地域での通りすがりに出会う子どもたちの元気の良い挨拶には感動した。町で

会う地域の方も普通に挨拶をしてくれて、わたしたちの地区でも見習いたと思った。 

〇すれ違ったお母さんたちの方から挨拶してくるなど、育成委員の皆さんの街頭指導が認知され

ているのだと知った。 

〇今回のような見回り活動は初めてだったが、終わってみてとても貴重な経験だった。帰宅途中の

子どもたちに声かけしたり、街頭指導範囲内にあるコンビニエンスストアの店長・店員さんと

子どもたちの行動についての情報交換をしたりした。また、公園に立ち寄りゴミを拾う環境整

備活動も行った。普段からの声かけの成果で、子どもたちも人なつっこく挨拶がしっかりでき

ていた。コンビニエンスストアに立ち寄る際も、見回り側の都合ばかりではなく店側の事も考

えての活動していた。短い時間だったが現在の状況もたくさん話をしてくださり、良い経験が

できた。 

 

（４）まとめ 

今年の夏は記録的な猛暑となりましたが、それにもかかわらず、街頭指導期間に設定した 8

月～9 月の間に４１校（小：３０校、中：１１校）４５名の皆様より参加していただきました。

皆さんからは、育成委員の日頃の活動に対する感謝の言葉とともに、声掛けに対して挨拶を返

す子どもたちの姿に感心したという感想も多くいただきました。さらには、日常の地道なパト

ロールや声掛けが、安心・安全な街づくりに役立っている事を実感したという言葉もありまし

た。ご指摘のとおり、街頭指導には直接子どもたちを指導するという意味とともに、巡回して

いることにより不審者を寄せ付けず、安全な街づくりに寄与するという大切な意味もあります。 

ＰＴＡ一日街頭指導は、上記のようなことを理解していただくことや、校外における子ども

たちの生活や行動の現状を把握し、今後の校外生活の指導に役立てていただくことがねらいで

す。参加された皆様には、各学校におけるＰＴＡ校外指導部会等の機会に今回の経験をぜひ話

題にしていただき、地域での取組に生かしていただきますようお願いいたします。大変ありが

とうございました。 
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上越市における「青少年を取り巻く社会環境の実態調査」（結果の概要） 

上越市青少年健全育成センター 

１ 酒類・タバコ販売 ＜隔年調査＞ 

１ 酒類自動販売機（隔年調査） 

 ２８年度 ３０年度 ３０－２８比較 

設 置 数 １５台 １０台 △５ 

２ ３ 時 以 降 販 売 自 粛 １３ 86.7％ ８ 80.0％ △５ △6.7 ﾎﾟｲﾝﾄ 

未成年販売禁止表示あり １４ 93.3％ ９ 90.0％ △５ △3.3 ﾎﾟｲﾝﾄ 

年 齢 識 別 装 置 有 ８ 53.3％ ６ 60.0％ △２ ＋6.7 ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

２ タバコ自動販売機（隔年調査） 

 ２８年度 ３０年度 ３０－２８比較 

設 置 数 １９６台 １７７台 △１９ 

２ ３ 時 以 降 販 売 自 粛 ７４ 37.8％ ６２ 35.0％ △１２ △2.8 ﾎﾟｲﾝﾄ 

未成年販売禁止表示あり １８８ 95.9％ １６５ 93.2％ △２３ △2.7 ﾎﾟｲﾝﾄ 

年 齢 識 別 装 置 有 １８９ 96.4％ １７０ 96.0％ △１９ △0.4 ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

３ コンビニエンスストアでの酒類・タバコ販売 

 ２９年度 ３０年度 ３０－２９比較 

店 舗 数 ９０ ８６ △４ 

酒 類 販 売 有 り ９０ 100.0％ ８６ 100.0％ △４ ±0 ﾎﾟｲﾝﾄ 

タ バ コ 販 売 有 り ８９ 98.9％ ８６ 100.0％ △３ ＋1.1 ﾎﾟｲﾝﾄ 

２ ４ 時 間 営 業 ７７ 85.6％ ７６ 88.4％ △１ ＋2.8 ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

〇上越市での自動販売機・コンビニエンスストアでの酒・タバコ販売状況（H20～H30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 図書類取扱店 

１ 書店 

 ２９年度 ３０年度 

店 舗 数 ２１ １９ 

有害図書有り ７（33.3％） ７（36.8％） 

２ コンビニエンスストア 

 ２９年度 ３０年度 

店 舗 数 ９０ ８６ 

有害図書有り ８５（94.4％） ７６（88.4％） 
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資料 ④ 
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３ 図書類（ＤＶＤ等）自動販売機 

 自販機 
総数 

主な収納物 

図書 DVD がん具他 

３０年度 ９ ６ ９ ６ 

２９年度 ９ ６ ９ ６ 

 

４ カラオケボックス ＜隔年調査＞ 

 ２８年度 ３０年度 

店 舗 数 ５ ６ 

深夜立入禁止
表 示 有 り 

４（80.0％） ５（83.3％） 

 

５ インターネットカフェ ＜隔年調査＞ 

 ２８年度 ３０年度 

店 舗 数 ３ ２ 

フィルタリング 
導 入 店 

２（66.7％） ２（100.0％） 

 

＜ 上越市の概要まとめ ＞ 

(1) 酒類・タバコ類について 

酒・タバコの自動販売機は減少している。コンビニがその役割の代替をしている。 

(2) 有害図書類の販売について 

増加し続けていたコンビニも今年度はチェーン店の閉店等があり若干減少した。また、有害図

書を扱わないコンビニも増えてきている。チェーン店では統一基準での陳列がされている。 

(3) 図書類（ＤＶＤ等）自動販売機について 

図書類自動販売機は減少し続けており、現在は市内で３カ所・９台となっている。９月に立ち

入り検査を行った結果、条例違反等が無いことを確認した。 

(4) カラオケボックスやインターネットカフェについて 

カラオケボックス等は大きな増減は見られない。なお、隔年調査のためゲーム場は今年度の調

査対象ではなかった。 

 

 

〇「有害図書類自動販売機立ちり調査」（2 業者対象） 
 

立入日 設置場所 台数 内容等 調査員 

9 月 27日 三和区下中 3 写真集，DVD，がん具他 警察署員（上越署・妙高署） 
上越少年サポートセンター長，職員 
牛木，野沢調査員（育成委員） 
育成センター所長，指導員 

9 月 28 日 
中郷区二本木 2 DVD 

頸城区大谷地 4（内 2台休止） DVD 

調査状況 
・条例違反にあたる収納物品はなかった。事前調査時には故障していなかったものが、当日 2台が

故障のため休止していた。 

・小屋周辺の収納物等の散乱、一部外壁の破損、立ち入り禁止表示のはがれ等について改善するよ

う指導した。 

・地権者には、自販機撤去にむけ契約更新を思いとどまるよう、１月 18日付文書でお願いした。 
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第６８回 “社会を明るくする運動”事業報告 

 

１ 上越市推進委員会   平成 30 年 6 月１日（金）13:45 から 上越市推進委員 32 名 

 

２ 強調月間事業   7 月 1 日～7 月 31 日 〇配布物：うちわ，ティッシュ，パンフ 

 

〇高田分区    7 月  7 日（土）10:00～ 

二・七の朝市（大町３丁目）、イレブンプラザ前 

あすとぴあ高田前、イオン上越店入口、バロー上越モール入口 

〇直江津分区    ７月  ８日（日）10:00～ 

三・八の朝市（中央 2・3 丁目）、イトーヨーカドー店入口 

直江津駅前 

〇東部分区     6 月 21 日（木）15:00～  柿崎地区 浄福寺お引上げ界隈 

7 月  1 日（日） 9:00～  浦川原地区 ナルス浦川原店前 

 

３ 広報等の啓発活動 

〇「広報上越」6 月 15 日号掲載 

〇上越タイムス等新聞掲載 

〇各メディアに研究会開催の情報提供 

 

４ 青少年健全育成事業の推進 

・地域青少年まちづくりワークショップ（22 育成会議の中学生を中心とした青少年） 

10 月 13 日（土）  ワークショップ発表（リージョンプラザ上越） 

・青少年健全育成強調月間（11 月） 

11 月 18 日（日）  広報用パンフ・ティッシュの配布（リージョンプラザ上越） 

 

５ “社会を明るくする運動”作文コンテストの募集（市内小・中学校） 

6 月中旬：各分区保護司会で直接小中学校に出向いて依頼 

応募数  小学校 2 校 2 編  中学校５校 62 編  合計７校 64 編 

・特別賞  上越市立大瀁小学校    4 年・太田和花 「みんなが笑顔になれる社会」 

・特別賞  上越教育大学附属中学校  3 年・渡部光稀 「人と人との繋がり」 

・最優秀賞 県立直江津中等教育学校  2 年・小松実結 「繋がる大切さ～思いを行動に～」 

 

６ 上越市青少年健全育成研究会の開催 

日 時  7 月 16 日（月） 午後 1 時 30 分～4 時 30 分 

会 場  上越市立城北中学校 

内 容  講 演  「ネット社会の歩き方」  

講 師   上越教育大学学校教育実践研究センター 特任教授 田邊 道行 氏 

分科会  グループによる協議 

資料 ⑤ 
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若者育成支援事業の進捗状況 

青少年健全育成センター 

１ 若者支援活動の広報（相談活動、親の会開催等の周知） 

(1) ポスターの掲示、チラシの配布，市ホームページへの掲載など 

(2) 小・中・高等学校との連携・・・校長会等での説明、保護者あての文書の配布など 

 

２ 若者支援のためのネットワークづくり 

(1) 若者育成支援団体ネットワークづくり集会の開催 

第１回 平成 30年 11月 2 日(金)， 第２回 平成 31 年 2 月 1日(金)開催 

参加機関・団体：上越テクノスクール、健康づくり推進課など７機関・団体 

(2) 若者支援フォーラムの開催（H30.11.23） 

(3) 「つなぎナビ」（若者支援団体、相談機関等をまとめた冊子）を作成（11.23 発行） 

 

３ 相談・面談活動   

(1) 相談件数・内容  

月 件数 
電話 
相談 

対面 
相談 

訪問 
相談 

内  容 

不登校 就 職 ひきこもり その他 

４月 ２ ２     １ １ 

5 月 １２ ８ ３ １ ６  ２ ４ 

6 月 ６ ２  ４ １  ４ １ 

7 月 ０        

8 月 １ １   １    

9 月 １０  ９ １ ４  ２ ４ 

10 月 １２ １ ６ ５ ５ ３ ２ ２ 

11 月 １０ ２ 8  8   ２ 

12 月 １5 ５ ９ １ ７  ３ ５ 

1 月 １２ ６ ６      

合計 ８０ 27 41 12 37 3 17 23 

(2) 相談者（電話，面談者） ・・・ 本人、保護者（父母、祖母、祖父など） 

 本人・直接相談 保護者等の相談 合 計 

電話相談 20 7 27 

対面相談 22 19 41 

訪問相談 7 5 12 

合 計 49 31 80 

(3) 相談対象者内訳 

 男 性 女 性 合 計 備  考 

高校生 5 3 8  

18 歳以上 4 2 6  

その他  1 1 中学生、進学について 

合 計 9 6 15  

(4) その他 

継続した定期面談を希望する相談者が出てきている。面談のための部屋の確保が困難な場合が

ある。 

（４月～１月３１日） 

資料 ⑦ 
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４ 「上越市の親の会」の開催 

 不登校やひきこもりなど、子どもへの悩みをもつ親同士が語り合い支え合いながら、問題の解決へ

とつなげようとする活動 

 開催日 会場 参加者 相談対象 主な悩みの内容 

第１回 
7 月 26 日（土） 

13:30～16:00 

上越市市民プラザ 
（第３会議室） 

28 名 

（一般 20 名） 

小 4 名，中 8 名，高
4 名，18 歳以上 1 名 

発達障害，不登校，友人関
係，ネット依存など 

第２回 
9 月 29 日（土） 

13:30～16:00 

上越市市民プラザ 
（多目的学習室他） 

23 名 

（一般 11 名） 

小 1 名，中 1 名，高
7 名，18 歳以上 2 名 

発達障害，不登校，進学，就
職など 

第３回 
11 月 18 日（日） 

13:30～15:30 

上越市市民プラザ 
（第１会議室他） 

12 名 

（一般４名） 
中 1 名，高２名 発達障害，不登校など 

第４回 
1 月 27 日（日） 

13:30～15:30 

上越市市民プラザ 
（多目的学習室他） 

15 名 

（一般 7 名） 

中３名，高 2 名，18
歳以上１名 

ネット依存，不登校，発達障
害など 

第５回 

（予定） 

3 月 9 日（土） 

13:30～15:30 

上越市市民プラザ 
（第４会議室他） 

  名 

（一般 名） 
  

 

５ 若者応援セミナーの実施 

様々な不安や悩みを抱えて次の一歩を踏み出せないでいる若者、その問題と向き合っている保護者

を支援するためのセミナー 

 第 1回 「不登校を乗り越えて！」 

  実施日： 6 月 2日（土） 講師：流石光信 様（やすづか学園・学園長） 参加者：3名 

 第 2回 「学びたい！学びの場いろいろ」 

実施日： ７月１日（日） 講師：石橋由加里 様（つくば開成学園高校） 参加者：4 名 

第３回 「仕事に就きたいあなたに！」 

実施日： ８月４日（土） 講師：若林 正 様（上越地域若者サポートステーション） 参加者：２名 

第４回 「社会的自立への選択！」 

実施日： ９月８日（土） 講師：中屋万里子 様（すこやかなくらし包括支援センター） 参加者：4名 

第 5 回 「今、自分にできることから！」 

  実施日：10月 20日（土）  講師：藤田建男 様（えちご若者元気塾）   参加者：3 名 

 

６ 若者支援フォーラムの開催 

社会生活を営むうえで困難を抱える若者への支援についての理解を深めるとともに、地域での連携

の大切さを考えるためのフォーラム 

(1) 開催日時  平成 30 年 11 月 23 日（金） 13:30～16:00 

(2) 会場    上越市市民プラザ 第１会議室 

(3) 内容  ①基調講演 「困難を抱える若者の実態と支援」 

             講師：新潟青陵大学 教授 斎藤 まさ子 氏 

      ②フォーラム（団体の活動紹介・意見交換） 

・NPO 法人えちご若者元気塾（若者の居場所） 

・親のしゃべり場（親の会） 

・NPO 法人 KHJ にいがた「秋桜の会」（ひきこもり家族会） 

(4) 参加者  70 名 

(5) その他参加団体 上越テクノスクール、通信制高等学校など８団体による資料提供 
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７ ユースアドバイザー（支援員）養成講座の開催 

青少年の健全育成や若者の自立支援に必要な知識や技能を身に付け、支援活動に携わる方のスキル

アップを目指すための講座の開催 

 

講座１ 

日 時：平成 30 年 12 月 8 日（土）15:00～17:00 

テーマ：「若者の自立支援の現状と課題」 

講 師：ながおか心のクリニック   院長 中垣内 正和 氏 

参加者：35 名 

 

講座２ 

日 時：平成 31 年 1 月 26 日（土）13:30～15:30 

テーマ：「相談者への面接（対応）の技法」 

講 師：上越カウンセリングルーム 所長 中井 良和 氏 

参加者：29 名 

 

講座３ 

日 時：平成 31 年 2 月 23 日（土）13:30～15:30 

テーマ：「思春期から青年期の若者支援」 

講 師：上越教育大学大学院 臨床心理学コース 教授 五十嵐透子 氏 

参加者：  名 

 

８ 「つなぎなび」（連携ガイド冊子）の作成・発行 

(1) 目 的 

悩みや不安を抱える若者や保護者等に対して、支援してくれる機関や団体を紹介するために

情報を集約したもの 

(2) 内 容 （関係する機関や団体で掲載の許可を得たものを集約し掲載） 

① 若者の学びの支援機関・団体 

・つくば開成学園高等学校， ・中央国際高等学校 新潟学習センター 井出塾中央高等学院 

・第一学院高等学校高田キャンパス    ・県立高田南城高等学校 

② 若者の就労支援機関・団体 

・上越地域若者サポートステーション   ・上越テクノスクール  ・ハローワーク上越 

③ 若者の居場所と親の支援に関する機関・団体 

・NPO 法人 えちご若者元気塾     ・NPO 法人国際フリースクール I CAN 

・Kacco 癒しの講演会（講演会事務局上越支部）  ・親のしゃべり場    

・NPO 法人 KHJ にいがた「秋桜の会」 

④ 相談機関・窓口 

・上越地域振興局健康福祉環境部地域保健課（上越保健所） 

・上越市すこやかなくらし包括支援センター 

・上越市健康づくり推進課 こころの健康サポートセンター 

・県警察本部少年課上越少年サポートセンター 

・上越市青少年健全育成センター   ・上越パーソナルサポートセンター 

⑤ その他の相談場所等 

・上越教育大学心理教育相談室  ・上越カウンセリングルーム  など 

⑥ 障害者相談支援事業所 

・基幹支援相談センター   ・上越市社会福祉協議会 など 

(3) その他 

青少年健全育成センターで若者支援に活用する他、関係する機関・団体等に配布 
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平成３１年度 上越市青少年健全育成センター運営方針、事業計画（案） 

 

１ 運 営 方 針 

 (１) 青少年の健全育成のため、関係機関との情報共有及び連絡・調整を密にする。 

(２) 青少年の非行、犯罪被害防止のため、声かけを中心に街頭指導活動の充実に努める。 

(３) 若者育成支援について、関係機関と連携し自立支援に向けた取組を推進する。 

(４) 複雑且つ低年齢化する少年非行から子どもたちを守る一助として、環境浄化活動の推進に努める。 

(５) 青少年の健全育成に対する市民の関心や意識を高めるため、広報活動の充実に努める。 

 (６) 地域の実情に応じた自主的な取組を促し、各地域青少年育成会議の支援に努める。 

 

２ 具 体 的 な 実 施 事 項 

(１) 関係機関・団体との連携の強化 

 ○ 小・中・高等学校・特別支援学校・警察連絡協議会との連携 

 ○ 上越警察署、上越少年サポートセンター、上越警察ボランティアとの連携 

○ 県福祉保健部児童家庭課及び県内各青少年育成センターとの連携  

 ○ 関係機関・団体の会議、研修会への参加 

 ○ 保護司会と連携した“社会を明るくする運動”の推進 

 ○  地域青少年育成会議の活動推進のための情報提供及び支援 

 

 (２) 街頭指導活動の充実 

○ 継続的な街頭指導の実施及び青パトを活用した巡回指導の充実 

○ 警察署、警察少年ボランティアと連携した特別街頭指導の実施（７月、１０月） 

  ○ ＰＴＡ一日街頭指導の実施（８月・９月） 

  ○ 育成委員の資質向上を図るための研修の実施 

第１回  全員研修【4月１８日（木）】 教育プラザ大会議室（予定） 

講話：「上越管内の青少年の状況」  講師：上越警察署生活安全課長 

     「街頭指導の心得」      講師：上越少年サポートセンター長 

第２回 市内研修【6月2０日（木）】（予定）               

    上越市自立支援施設「若竹寮」、NPO法人えちご若者元気塾の視察 

第３回 全員研修【８月２３日（金）】 教育プラザ大会議室 

    講話＆グループワーク：「声のかけ方、話の聞き方」  

上越カウンセリングルーム 所長 中井良和 様（予定） 

第４回 県外研修【１０月２５日（金）】（予定） 

    「NPO法人 北陸青少年自立支援センター（予定） 

     〒939-2204 富山県富山市万願寺144 076-467-0969 

  ○ 育成委員の車輛に「子ども安全パトロール中」のマグネットシート着用を依頼し、「ながらパトロ

ール」を実施 

  ○ 「子供・若者相談カード」による相談窓口の周知 

 

(３) 若者育成支援活動の推進 

 ○ 若者相談「若者ほっとライン」の周知徹底【継続】 

   ・市ホームページの更新、市施設へのチラシの配置 

   ・中学校３年生、高校生へのチラシの配布 

○ 若者の居場所（Fit）の随時開設と運営【継続】 

・場所：教育プラザ研修棟３階 小会議室他 

・時間：月～金曜日 午前９時～午後５時（日曜日・祝祭日を除く）：希望により随時開設 

・内容：若者の自立支援活動、相談等の実施 

資料 ⑧ 
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＊NPO法人えちご若者元気塾と連携し、希望者は「北出丸」での活動に参加 

  ○ 「上越市親の会」の開催【充実】 

    ・年６回開設（５月・７月・９月・１１月・１月・３月） 

    ・場所：市民プラザ 第３会議室（予定） 

○ 社会的自立のために ～１５歳からの進路を考える～  教育センター講座で実施（予定） 

・期日：平成31年8月３日（土）午後1時～午後4時 

・会場：上越市市民プラザ  

・対象：中学校教職員及び保護者等 

    ・講師：井手塾中央高等学院 入学相談室長 加藤達雄 （予定） 

    ・参加学校：通信制学校等８ケ校 （予定） 

○ 若者育成支援関係団体の支援ネットワーク活動【充実】 

    ・ネットワーク会議の開催（６月、９月、１月に開催予定） 

    ・「若者支援フェスタ」の開催（「学び愛いフェスタ」に合わせて各支援ブースを開設）（新規） 

    ・若者及び保護者等の要望による支援活動の実施（新規）             （予定） 

  ○ ユースアドバイザー養成講座の開設（５講座）【充実】 

   ・ 目 的 ・若者支援関係機関及び民間支援団体や希望する市民から参加してもらい、若者 

支援についての資質、能力の向上を図る。 

             ・若者の居場所（Fit）を支える支援員として協力してもらう人材の育成をねらう。 

   ・対 象  若者支援関係機関及び民間支援団体関係者、希望する市民（１講座３０名程度） 

・会 場  教育プラザ （研修棟 大会議室） 定員30名 

   ・内 容  ①  9 月 なぜ不登校・ひきこもりになるのか ながおか心のＣ  中垣内正和 

             ② 10月 ユースアドバイザーの役割と仕事  新潟市若者支援Ｓ（      ） 

             ③ 11月 発達障害、精神障害の支援      県立看護大学  （      ） 

             ④ 12 月 ＳＳＴの技法           カウンセリングＲ 中井 良和 

         ⑤ 1 月 依存症への対応          三交病院    （      ） 

 

(４) 環境浄化活動の実施 

  ○ 地域青少年育成会議に依頼し「青少年を取り巻く社会環境の実態調査」を実施 

  ○ 有害図書類販売店、有害図書類等自動販売機等の立入調査の実施と指導 

  ○ 有害図書類等自動販売機撤去の継続的な取組の実施 

  

(５) 広報活動の充実 

 ○ 「青少年健全育成のあゆみ」の作成・配布 

 ○ 「青少年健全育成委員協議会だより」の発行 

 ○ 「青少年健全育成センターだより『愛育』」の発行 

○ 広報「じょうえつ」及び市ホームページ、報道機関での情報提供 

 

 (６) 地域青少年育成会議活動推進のための情報提供及び支援 

  ○ コーディネーター委員会の活動支援 

  ○ 地域青少年まちづくりワークショップ等の活動支援 

 

３ その他 

○ H32年度に若者の居場所の常設を目指して準備を進める。 

○ 青少年健全育成委員組織の見直しと改善を進める。 
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平成３１年度 若者育成支援事業の実施計画（案） 

                             青少年健全育成センター 
１ 方 針 

０歳から１８歳までの途切れのない支援を充実するため、関係機関・団体と連携し若者の自
立支援に向けた取組を推進する。 

 
２ 主な若者育成支援事業 
○ 若者相談「若者ほっとライン」の周知徹底【継続】 
 ・市ホームページの更新、市施設へのチラシの配置 
 ・中学校３年生・高校生へのチラシの配布 
 
○ 若者の居場所（Fit）の随時開設と運営【充実】 
・場所：教育プラザ研修棟３階 小会議室他 
・時間：月～金曜日 午前９時～午後５時（日曜日・祝祭日を除く）：希望により随時開設 
・内容：若者の自立支援活動（修学・就労相談、体験活動等）の実施 
＊NPO法人えちご若者元気塾と連携し、希望者は「北出丸」での活動に参加 
 

 ○ 「上越市親の会」の開催【充実】 
  ・年６回開設（５月・７月・９月・１１月・１月・３月） 
  ・場所：市民プラザ 
  ・内容：懇談を中心とする親の居場所とする。希望者には個別面談を実施する。 
      親のニーズに応じて実施内容を加え、発展させていく。 
 
○ 社会的自立のために ～１５歳からの進路を考える～  教育センター講座で実施（予定） 
・期日：平成31年8月３日（土）午後1時30分～午後4時 
・会場：上越市市民プラザ  
・対象：中学校教職員及び保護者等 
・講師：井手塾中央高等学院 入学相談室長 加藤達雄 （予定） 
・学校紹介：通信制高校等８ケ校 （予定） 

 
○ 若者育成支援関係団体の支援ネットワーク活動【充実】 
・ネットワーク会議の開催（６・９・１月の３回：賛同団体による懇談会） 
・「若者支援フェアー」の開催（「学び愛いフェスタ」に合わせて各支援ブースを開設）【新規】 
・若者及び保護者等の要望に対応した協働支援活動の実施【新規】 

 
 ○ ユースアドバイザー養成講座の開設（５講座）【充実】 

・目的  若者支援関係機関及び民間支援団体や希望する市民から参加してもらい、若者支
援についての資質、能力の向上を図る。 

             若者の居場所（Fit）を支える支援員として協力してもらう人材の育成をねらう。 
・対象   若者支援関係機関及び民間支援団体関係者、希望する市民（１講座３０名程度） 
・会場  教育プラザ （研修棟 大会議室） 
・内容  ①  9 月 不登校・ひきこもり     心のクリニック  中垣内正和 

② 10月 ユースアドバイザーの役割  新潟市若者支援Ｓ （      ） 
③ 11月 発達障害、精神障害の支援  看護大学     （      ） 
④ 12月 ＳＳＴの技法        カウンセリングＲ 中井 良和 
⑤ 1 月 依存症への対応       新光病院     （      ） 
 

３ その他    
（１）引き続き広報誌、チラシ等での相談・支援活動の周知に努める。 
（２）H32年度に若者の居場所の常設を目指して準備を進める。 
 

 

資料 ⑨ 
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○上越市青少年健全育成センター条例 

 
平成８年３月２８日 

条例第９号 

改正 平成２３年３月２２日条例第２０号 

平成２６年９月３０日条例第５９号 

（設置） 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第３０条の規定に基づき、青少年の

非行を防止し、健全育成を推進するため、青少年健全育成センターを設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 青少年健全育成センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

上越市青少年健全育成センター 上越市下門前1770番地 

（職員） 

第３条 上越市青少年健全育成センター（以下「センター」という。）に所長その他の所要の職員を置く。 

（運営協議会） 

第４条 センターの運営に関する事項を協議するため、教育委員会の附属機関として上越市青少年健全育成センター運

営協議会を置く。 

（委任） 

第５条 この条例に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が規則で定める。 

附 則 

この条例は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２３年条例第２０号） 

この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年条例第５９号） 

この条例は、関川東部下門前土地区画整理事業の施行に伴う字の変更の効力を生ずる日から施行する。 
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○上越市青少年健全育成センター規則                平成８年３月２９日教委規則第３号 

改正 平成２１年３月３０日教委規則第１０号 

平成２７年３月３０日教委規則第７号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、上越市青少年健全育成センター条例（平成８年上越市条例第９号。以下「条例」という。）に定めるもののほか

必要な事項を定めるものとする。 

（運営協議会） 

第２条 条例第４条に規定する上越市青少年健全育成センター運営協議会（以下「運営協議会」という。）は、次に掲げる者のうち

から教育委員会が委嘱する１５人以内の委員をもって組織する。 

(1) 教育関係者 

(2) 児童福祉関係者 

(3) 警察関係者 

(4) 学識経験者 

(5) 関係行政機関の職員及び関係団体の役員 

(6) 公募に応じた市民 

(7) その他教育委員会が必要と認める者 

２ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

第３条 運営協議会に会長及び副会長１人を置く。 

２ 会長は、委員の互選により定め、副会長は、委員のうちから会長が指名する。 

３ 会長は、会務を総理し、運営協議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

第４条 運営協議会の会議は、定例会及び臨時会とする。 

２ 定例会は年３回、臨時会は必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる。 

３ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

４ 会議の議事は、出席した委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

５ 会議に付議する事項は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 上越市青少年健全育成センター（以下「センター」という。）の運営方針 

(2) センターの事業計画 

(3) その他センターに関する重要な事項 

第５条 前３条に定めるもののほか、運営協議会の運営に関し必要な事項は、運営協議会が定める。 

（青少年健全育成委員） 

第６条 センターに青少年健全育成委員（以下「健全育成委員」という。）を置く。 

２ 健全育成委員の定数は、８０人以内とする。 

３ 健全育成委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(1) 学校教職員 

(2) PTA会員 

(3) 民生委員及び児童委員 

(4) 更生保護関係者 

(5) 学識経験者 

(6) 関係団体の役員 

(7) その他教育委員会が適任と認める者 

４ 健全育成委員の任期は、２年とし、再任は妨げない。ただし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 健全育成委員は、非常勤とし、街頭指導等に従事する。 

６ 健全育成委員の服務等に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２１年教委規則第１０号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２７年教委規則第７号） 

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 



 

- 28 - 

 

メ   モ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


